
ユニキャスト RIBおよび FIBの設定

この章では、CiscoNexusスイッチのユニキャストルーティング情報ベース（RIB）および転送
情報ベース（FIB）のルートを設定し、管理する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ユニキャスト RIBおよび FIBについて（1ページ）
•ユニキャスト RIBおよび FIBの管理（3ページ）
•ユニキャスト RIBおよび FIBの確認（14ページ）

ユニキャスト RIBおよび FIBについて
ユニキャスト RIB（IPv4 RIB）および FIBは、次の図に示すように、 Cisco NX-OSの転送アー
キテクチャの一部です。

図 1 : Cisco NX-OS転送アーキテクチャ

ユニキャスト RIBは、直接接続のルート、スタティックルート、ダイナミックユニキャスト
ルーティングプロトコルで検出されたルートを含むルーティングテーブルを維持しています。

また、アドレス解決プロトコル（ARP）などの送信元から、隣接情報を収集します。ユニキャ
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ストRIBは、ルートに最適なネクストホップを決定し、さらにユニキャストFIB分散モジュー
ル（FDM）のサービスを使用して、ユニキャスト転送情報ベース（FIB）にデータを入力しま
す。

各ダイナミックルーティングプロトコルは、タイムアウトしたあらゆるルートについて、ユ

ニキャスト RIBを更新する必要があります。その後、ユニキャスト RIBはそのルートを削除
し、そのルートに最適なネクストホップを再計算します（代わりに使用できるパスがある場

合）。

レイヤ 3整合性チェッカー
まれな事例として、各モジュールのユニキャストRIBとFIBの間に不整合が発生することがあ
ります。Cisco NX-OSは、レイヤ 3整合性チェッカーをサポートします。この機能は、各イン
ターフェイスモジュールのユニキャスト IPv4 RIBと FIBの間の不整合を検出します。不整合
には次のようなものがあります。

•欠落したプレフィックス

•余分なプレフィックス

•ネクストホップアドレスの誤り

• ARPまたはネイバー探索（ND）キャッシュ内の不正なレイヤ 2リライト文字列

レイヤ 3整合性チェッカーは、FIBのエントリと隣接マネージャ（AM）から取得した最新の
隣接情報を比較し、不整合があれば記録します。次に整合性チェッカーは、ユニキャストRIB
のプレフィックスをモジュールのFIBと比較し、不整合があればログに記録します。「レイヤ
3整合性チェッカーのトリガー」の項を参照してください。

不整合は手動で解消できます。「FIB内の転送情報の消去」の項を参照してください。

FIBテーブル
次に、スイッチが通常の転送モードで設定されている場合の Cisco Nexus 3500プラットフォー
ムスイッチのユニキャストルーティングテーブルの容量を示します。

•ユニキャストルーティングホストテーブル = 64,000ハッシュテーブルエントリ

•ユニキャストルーティング LPMテーブル = 16,000 TCAMエントリ

• ECMPメンバーテーブルサイズ：16,000エントリ

次に、スイッチがワープモードで設定されている場合の Cisco Nexus 3500プラットフォーム
スイッチのユニキャストルーティングテーブルの容量を示します。

• L3ユニキャストホストテーブル = 8000 TCAMエントリ

• L3ユニキャスト LPMテーブル = 4000 TCAMエントリ
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ECMPはワープモードではサポートされません。（注）

ワープモードでは、2つの等コストパスが RIBで受信されると、パスの 1つがハードウェア
にインストールされます。ルーティングプロトコル構成で、最大パスを1に構成することをお
勧めします。

（注）

仮想化のサポート

ユニキャストRIBおよびFIBは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポー
トします。詳細については、「レイヤ 3仮想化の設定」を参照してください。

ユニキャスト RIBおよび FIBの管理

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

モジュールの FIB情報の表示
スイッチの FIB情報を表示できます。

手順の詳細

スイッチの FIB情報を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

FIBの隣接情報を表示します。show ip fib adjacency

例：

switch# show ip fib adjacency

IPv4の隣接情報を表示します。show forwarding ipv4 adjacency

例：

switch# show forwarding ipv4 adjacency

IPv4のFIBインターフェイス情報を表示します。show ip fib interfaces

例：

switch# show ip fib interfaces
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目的コマンド

IPv4のルートテーブルを表示します。show ip fib route

例：

switch# show ip fib route

IPv4のルートテーブルを表示します。show forwarding ipv4 route

例：

switch# show forwarding ipv4 route

次に、スイッチの FIBの内容を表示する例を示します。
switch# show ip fib route

IPv4 routes for table default/base

------------------+------------------+---------------------
Prefix | Next-hop | Interface
------------------+------------------+---------------------
0.0.0.0/32 Drop Null0
255.255.255.255/32 Receive sup-eth1

ユニキャスト FIBでのロードシェアリングの設定
OSPF（Open Shortest Path First）などのダイナミックルーティングプロトコルは、等コストマ
ルチパス（ECMP）によるロードシェアリングをサポートしています。ルーティングプロトコ
ルは、そのプロトコルに設定されたメトリックに基づいて最適なルートを決定し、そのプロト

コルに設定された最大数までのパスをユニキャスト RIBに組み込みます。ユニキャスト RIB
は、RIBに含まれるすべてのルーティングプロトコルパスのアドミニストレーティブディス
タンスを比較し、ルーティングプロトコルによって組み込まれたすべてのパスセットから最

適なパスセットを選択します。ユニキャスト RIBは、この最適なパスセットを FIBに組み込
み、フォワーディングプレーンで使用できるようにします。

フォワーディングプレーンは、ロードシェアリングのアルゴリズムを使用して、FIBに組み
込まれたパスのいずれかを選択し、それを特定のデータパケットに使用します。

ロードシェアリングの次の設定項目をグローバルに設定できます。

•ロードシェアリングモード：宛先のアドレスとポート、または送信元と宛先のアドレス
とポートに基づいて、最適なパスを選択します。

•汎用 ID：ハッシュアルゴリズムのランダムシードを設定します。汎用 IDを設定する必
要はありません。ユーザが設定しなかった場合は、CiscoNX-OSが汎用 IDを選択します。

ロードシェアリングでは、特定のフローに含まれるすべてのパケットに対して s srkuyo;pame
パスが使用されます。フローは、ユーザが設定したロードシェアリング方式によって定義され

ます。たとえば、送信元/宛先のロードシェアリングを設定すると、送信元 IPアドレスと宛先
IPアドレスのペアが同じであるすべてのパケットが同じパスをたどります。
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ユニキャスト FIBのロードシェアリングアルゴリズムを設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

ip load-sharing address
{destination port
destination |
source-destination [port
source-destination] |
source } hardware
lb-keyshift value
lb-2nd-heir-keyshift
value [universal-id seed]
[rotate rotate]
[concatenation]

例：

ip load-sharing
address
source-destination
port
source-destination
hardware lb-keyshift 1
lb-2nd-hier-keyshift
10
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目的コマンド

データトラフィックに対するユニキャスト FIBのロードシェアリン
グアルゴリズムを設定します。

Cisco NX-OSリリース 10.3(3)F以降では、Cisco Nexus 9600-R/RXラ
インカードでのみ、IHB_ECMP_LB_KEY_CFGテーブルの次のパラ
メータをサポートするために hardwareキーワードが追加されていま
す。

• lb-keyshift：ロードバランシングのECMP_LB_KEY_SHIFT値を
設定します。指定できる範囲は、1～ 10です。

• lb-2nd-hier-keyshift：ロードバランシングの
ECMP_2ND_HIER_LB_KEY_SHIFT値を設定します。指定でき
る範囲は、1～ 10です。

次のオプションは、すべての IPロードシェアリング設定で使用でき
ます。

• universal-idオプションは、ハッシュアルゴリズムのランダム
シードを設定することにより、フローをあるリンクから別のリン

クにシフトします。

汎用 IDを設定する必要はありません。ユーザが設定しなかった
場合は、Cisco NX-OSが汎用 IDを選択します。universal-idの範
囲は 1～ 4294967295です。

• rotateオプションを使用すると、ハッシュアルゴリズムは、リ
ンクピッキングの選択をローテーションさせます。これは、ネッ

トワーク内のすべてのノードが同じリンクを継続的に選択しない

ようにするためです。これは、ハッシュアルゴリズムのビット

パターンに影響を与えることによって機能します。このオプショ

ンは、あるリンクから別のリンクにフローをシフトし、最初の

ECMPレベルからすでにロードバランシング（極性化）されて
いるトラフィックのロードバランシングを複数のリンク間で行

います。

rotate値を指定すると、64ビットのストリームが、循環回転での
そのビット位置から解釈されます。rotate値の範囲は1～63で、
デフォルトは 32です。

（注）

多層レイヤ3トポロジでは、極性が発生する可能性があります。
極性を回避するには、トポロジの各層で異なる循環ビットを使

用します。

（注）

ポートチャネルの rotation値を設定するには、 port-channel
load-balance src-dst ip-l4port rotate rotateコマンドを使用しま
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目的コマンド

す。このコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

• concatenationオプションを使用すると、ECMPのハッシュタグ
値とポートチャネルのハッシュタグ値がひとつに結合され、よ

り強力な 64ビットのハッシュを使用できるようになります。こ
のオプションを使用しない場合、ECMPのロードバランシング
およびポートチャネルのロードバランシングを個別に制御でき

ます。デフォルトではディセーブルになっています。

ハッシュオフセットの構成

多層 ECMPセッションで ECMP極性を回避するには、各層で異なる ECMPハッシュ
オフセットを構成する必要があります。リリース 6.0(2)U5(1)以降、ECMPハッシュ連
結の新しいCLIが導入され、16のECMPパスでトラフィックを均等に分散できます。
更新されたCLIサポートは、CiscoNexus 3000シリーズスイッチではなく、CiscoNexus
3100プラットフォームスイッチに存在します。ハッシュオフセットは、非連結モー
ドでは <0-15>の範囲、連結モードでは <0-63>の範囲で構成できます。

連結モードで、ハッシュオフセットが 0に設定されていて、連結が設定されている場
合、show running-configコマンドは hardware ecmp hash-offset 0 connatationationを表示
します。ハッシュオフセットは値ごとにプログラムされます。ダウングレード時に、

連結が構成されている場合、CAPチェックは構成を削除するように求めます。

非連結モードでは、ハッシュオフセットが0に構成されて連結がリセットされた場合、
show running-configコマンドは hardware ecmp hash-offset 0を表示しません。ハッシュ
オフセット値が 0〜 15の範囲にある場合、ハッシュオフセットは値に従ってプログラ
ムされます。ハッシュオフセットでは、値が 16～ 63の範囲の場合、CLIエラーが表
示されます（非連結モードでは、0～ 15の範囲のハッシュオフセットがサポートされ
ます）。

show running-configのハッシュオフセットは、構成された値に従って表示されます。

ECMPハッシュオフセットを構成するには、グローバル構成モードで以下のコマンド
を使用します。

目的コマンド

ECMPハッシュオフセットを構成します。範囲は 0～ 63
です。範囲 <0-15>のハッシュオフセットは、非連結モー
ド用です。範囲 <0-63>のハッシュオフセットは、連結
モード用です。

# hardware ecmp hash-offset ?
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目的コマンド

非連結モードでECMPハッシュオフセットを構成します。
範囲は 0～ 15です。デフォルト値は 0です。

#hardware ecmp hash-offset number

例：

switch(config)# hardware ecmp
hash-offset 5

連結モードで ECMPハッシュオフセットを構成します。

（注）

連結サポートは、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチで
はなく、Cisco Nexus 3100プラットフォームスイッチに
あります。この CLIは Cisco Nexus 3000シリーズスイッ
チでエラーを生成します。

#hardware ecmp hash-offset <0-63>
concatenation

例:

switch(config)# hardware ecmp
hash-offset 63 concatenation

hardware ecmp hash-offsetコマンドを使用して設定された ECMPハッシュオフセット
を、ip load-sharing addressコマンドを使用して設定されたさまざまなユニバーサル ID
とともに使用して、負荷分散アルゴリズムでさまざまなハッシュ結果を生成できます。

ハッシュ多項式の構成

リリース 6.0(2)U5(1)以降、CRC構成に新しい CLIが追加されました。

目的コマンド

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# config t

ハードウェアECMPの構成オプションとしてハッ
シュオフセットとハッシュ多数項を表示します。

switch(config)# hardware ecmp ?
hash-offset Configure hash
offsethash-polynomial Configure hash
polynomial

ハッシュ多項式の構成オプションとして CRC16
および CRC32HIを表示します。

switch config)# hardware ecmp
hash-polynomial ? CRC16 Hash polynomial
CRC16CRC32HI Hash polynomial CRC32 HI

実行設定を表示します。switch config)#show running-config

ユニキャストFIBのロードシェアリングアルゴリズムを表示するには、任意のモード
で次のコマンドを使用します。

目的コマンド

データトラフィックに対するユニキャストFIBのロー
ドシェアリングアルゴリズムを表示します。

show ip load-sharing

例：

switch(config)# show ip load-sharing

次に、show ip load-sharingコマンドの出力例を示します。

hardware lb-keyshift 1 lb-2nd-hier-keyshift 10
switch(config)# ip load-sharing address source-destination port source-destination
switch(config)# show ip load-sharing
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IPv4/IPv6 ECMP load sharing:
Universal-id (Random Seed): 251533739
Load-share mode : address source-destination port source-destination
GRE-Outer hash is disabled
Concatenation is disabled
Rotate: 32

Lbkeyshift: 1
2ndHeirLbkeyshift: 10
switch(config)#

ユニキャストRIBおよびFIBが特定の送信元アドレス/宛先アドレスに使用するルート
を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ユニキャスト RIBおよび FIBが特定の送信元/宛先アド
レスペアに使用するルートを表示します。送信元アドレ

スと宛先アドレスの形式はx.x.x.xです。送信元ポートと
宛先ポートの範囲は 1～ 65535です。VRF名には最大
64文字の英数字文字列を指定します。大文字と小文字は
区別されます。ip-protoオプションは、IPヘッダーのプ
ロトコルフィールドに対応します。

show routing hash source-addr
dest-addr [ ip-proto ip-protocol ] [
source-l4-port dest-l4-port ] [ vrf
vrf-name]

例:

switch# show routing hash
1.1.1.6.5.5 5.3 ip-proto 0x11 10
234

次に、送信元/宛先ペアのために選択されたルートを表示する例を示します。
switch# show routing hash 1.1.1.6.5.5.5.3 ip-proto 0x11 10 234
Load-share parameters used for software forwarding:
load-share mode: address source-destination port source-destination
Universal-id seed: 0xe05e2e85
Invoking pc_ic_ecmp_resolution
Hash for VRF "default"
Hashing to path *Eth1/29%
For route:
5.5.5.0/24 ubest/mbest: 3/0
*via 2.2.2.1, Eth1/18, [1/0], 00:14:14, static
*via 3.3.3.1, Eth1/29, [1/0], 00:14:14, static
*via 4.4.4.1, Eth1/34, [1/0], 00:14:14, static

ルーティング情報と隣接情報の表示

ユーザーは、ルーティング情報と隣接情報を表示できます。

ルーティング情報と隣接情報を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ユニキャストルートテーブルを表示します。route-type
引数には、1つのルートプレフィックス、直接、静的、
またはダイナミックルーティングプロトコルを指定し

ます。?キーワードを使用して、サポートされるインター
フェイスを表示します。

show ip route [ route-type | interface
int-type number | next-hop ]

例：

switch# show ip route
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目的コマンド

隣接関係テーブルを表示します。引数の範囲は次のとお

りです。

• prefix：任意の IPv4プレフィックスアドレス。

• interface-type number：?コマンドを使用して、サポー
トされるインターフェイスを表示します。

• vrf-id：最大 32文字の英数字文字列。大文字と小文
字は区別されます。

show ip adjacency [ prefix | interface
number [ summary ] | non-best ] [
detail ] [ vrf vrf-id ]

例：

switch# show ip adjacency

ユニキャストルートテーブルを表示します。route-type
引数には、1つのルートプレフィックス、直接、静的、
またはダイナミックルーティングプロトコルを指定し

ます。?キーワードを使用して、サポートされるインター
フェイスを表示します。

show ip routing [ route-type | interface
int-type number | next-hop |
recursive-next-hop | summary |
updated { since | until } time ]

例：

switch# show routing summary

次に、ユニキャストルートテーブルを表示する例を示します。

switch# show ip route
IP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]

192.168.0.2/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 192.168.0.32, Eth1/5, [0/0], 22:34:09, direct
192.168.0.32/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 192.168.0.32, Eth1/5, [0/0], 22:34:09, local

次に、隣接情報を表示する例を示します。

switch# show ip adjacency

IP Adjacency Table for VRF default
Total number of entries: 2
Address Age MAC Address Pref Source Interface Best
10.1.1.1 02:20:54 00e0.b06a.71eb 50 arp mgmt0 Yes
10.1.1.253 00:06:27 0014.5e0b.81d1 50 arp mgmt0 Yes

レイヤ 3整合性チェッカーのトリガー
レイヤ 3整合性チェッカーを手動でトリガーできます。

レイヤ3整合性チェッカーを手動でトリガーにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

レイヤ 3整合性チェックを開始します。vrf-name
には最大 32文字の英数字文字列を指定します。
大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は 1
～ 10です。

test [ ipv4 ] [ unicast] forwarding
inconsistency [ vrf vrf-name ] [ module { slot
| all }]

例：

switch(config)# test forwarding
inconsistency

レイヤ 3整合性チェッカーを停止するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

レイヤ 3整合性チェックを停止します。vrf-name
には最大 64文字の英数字文字列を指定します。
大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は1
～ 10です。

test forwarding [ ipv4 ] [ unicast ]
inconsistency [ vrf vrf-name ] [ module { slot
| all }] stop

例：

switch(config)# test forwarding
inconsistency stop

レイヤ 3の不整合を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

レイヤ 3整合性チェックの結果を表示します。
vrf-nameには最大 32文字の英数字文字列を指定し
ます。大文字と-小文字は区別されます。slotの範
囲は 1～ 10です。

show forwarding [ ipv4 ] inconsistency [ vrf
vrf-name ] [ module { slot | all }]

例：

switch(config)# show forwarding
inconsistency

FIB内の転送情報の消去
FIB内の 1つまたは複数のエントリを消去できます。

clear forwardingコマンドを実行すると、スイッチ上の転送は中断されます。（注）

FIB内のエントリ（レイヤ 3の不整合を含む）を消去するには、任意のモードで次のコマンド
を使用します。

ユニキャスト RIBおよび FIBの設定
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目的コマンド

FIBから 1つまたは複数のエントリを消去します。ルー
トのオプションは次のとおりです。

• *：すべてのルート。

• prefix：任意の IPプレフィックス。

vrf-nameには最大32文字の英数字文字列を指定します。
大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は 1～ 10
です。

clear forwarding { ipv4 } route {* |
prefix } [ vrf vrf-name ] [ module { slot
| all }]

例：

switch(config)# clear forwarding
ipv4 route *

FIBエントリをクリアした後は、RIBエントリをクリアしてください。（注）

ルートのメモリ要件の見積もり

一連のルートおよびネクストホップアドレスが使用するメモリを見積もることができます。

ルートのメモリ要件を見積もるには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ルートのメモリ要件を表示します。num-routes
の範囲は 1000～ 1000000です。num-nexthops
の範囲は 1～ 16です。

show routing memory estimate routes num-routes
next-hops num-nexthops

例：

switch# show routing memory estimate routes
1000 next-hops 1

ユニキャスト RIB内のルートの消去
ユニキャスト RIBから 1つまたは複数のルートを消去できます。

*キーワードを使用すると、ルーティングが著しく妨害されます。注意

ユニキャストRIB内の1つまたは複数のエントリを消去するには、任意のモードで次のコマン
ドを使用します。

ユニキャスト RIBおよび FIBの設定
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目的コマンド

ユニキャストRIBとすべてのモジュール FIBから 1つまたは
複数のルートを消去します。ルートのオプションは次のとお

りです。

• *：すべてのルート。

• route：個々の IPルート。

• prefix/length：任意の IPプレフィックス。

• next-hop：ネスクトホップアドレス。

• interface：ネスクトホップアドレスに到達するためのイ
ンターフェイス

vrf-nameには最大32文字の英数字文字列を指定します。大文
字と-小文字は区別されます。

clear iproute {* | { route |
prefix/length }[ next-hop interface
]} [ vrf vrf-name ]

例：

switch(config)# clear ip route
10.2.2.2

ユニキャスト RIBから 1つまたは複数のルートを消去しま
す。ルートのオプションは次のとおりです。

• *：すべてのルート。

• route：個々の IPルート。

• prefix/length：任意の IPプレフィックス。

• next-hop：ネスクトホップアドレス。

• interface：ネスクトホップアドレスに到達するためのイ
ンターフェイス

vrf-nameには最大32文字の英数字文字列を指定します。大文
字と-小文字は区別されます。

clear routing unicast [ ip | ipv4 ]
{* | { route | prefix/length }[
next-hop interface ]} [ vrf vrf-name
]

例：

switch(config)# clear routing
ip 10.2.2.2

ユニキャスト RIBおよび FIBの確認
ユニキャスト RIBおよび FIBの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

モジュールの隣接関係テーブルを表示します。show forwarding adjacency

FIBの分散情報を表示します。show forwarding distribution { clients |
fib-state }

モジュールの FIB情報を表示します。show forwarding interfaces module slot

ユニキャスト RIBおよび FIBの設定
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目的コマンド

FIB内のルートを表示します。show forwarding ipv4route

隣接関係テーブルを表示します。show ip adjacency

ユニキャストRIBから受け取った IPv4ルートを表示
します。

show ip route

ユニキャスト RIBから受け取ったルートを表示しま
す。

show routing

ユニキャスト RIBおよび FIBの設定
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


